
令和５年１１月８日（水） 

 
Ｙ先生研究授業 

な  

○ これまでの学習と関連付けて 

  学ぶことができている。 

 

○ 学びのストーリー性があり、単元 

を見通した授業、及び１単位時間 

の流れが見える授業である。 

 

○ 学びの予想が立てたれる授業の構 

築がなされている。 

 

  ○ 学びの足跡がしっかりとノートに残 

っており、ＩＣＴに偏らない授業が図ら 

れ、家庭学習や復習に生かされる板書で  

ある。 

 

  △ 課題解決のために予想を立て  

たり、考えを深めたりするよ  

うな授業設計を心がける。 

「学ぶ意義」を伝える（教える） 

反比例が生活にどのように関わっている

（いく）のか？ 

「考えを持たせる」ための工夫 

根拠を明確にして、自分の意見や考えを自

信をもって・・・１年生のうちから 

「意見の共有」のあり方 

班ごとの発表で、何を教師が求めているの

かを具現化できるように（意図的な授業設計） 

往 

還 

往 

還 



た  

○ ＩＣＴの効果的な活用 

（ＩＣＴでなくてはできない） 

が十分になされており、他の 

模範になるものである。 

 

△ 意見の共有がなされた後の個の学びや考えの再構 

築の時間を確保できるとよい。 

（毎回ではなくてもＯＫ） 

   

□ 学習課題に対する「まとめ」は、生徒自 

身で…、その上で、生徒の声を拾いなが 

ら教師がまとめていればよいのでは。 

 

□「振り返り」をすることで、本時の学び 

や次時以降、日常の生活にどのように学びを生かしていくのかなどにつ

いて、生徒の声を聞き、学習の習得状況を確認するとともに、授業改善

を図っていく必要がある。 

所 感 

全体的に洗練された授業であった。特にデジタルとアナログを融合し

た授業展開であった点が非常に評価できる。 

また、本時は教師が想定した「学び」をほぼすべての生徒が習得でき

ていたことも評価できる。 

さらに、授業改善のポイントを意識した単元計画が練られており、生

徒の学ぶ意欲や好奇心をくすぐるような工夫がされている点など、授業

力の高さがうかがえる。 

今後は、１単位時間の中でどのようにしたら「数学の見方・考え方」

を働かせられるのかを試行錯誤しながら授業設計をしていくことが必要

になります。その点を意識し、毎時間の授業実践を行い、日々授業改善

を図っていきましょう。 

主題研究との関連でいうと、多くの生徒が本時、芳野先生が期待した

ところまで到達しており、「分かる・できる」授業であり、上述したとお

り、ＩＣＴの効果的な活用がなされていた。これが学力向上につながっ

ているかは、諸検査や単元テスト等で見取っていく必要があるので、結

果を分析していくことが必要であると考えます。 

また、校内ＤＸ班としては、先生の今回のようなＩＣＴを効果的に活

用した授業をどのように広げていくのかを検討したり、実際に試験的に

実施したりする必要がある。 


